
  

ちくし教育を考える会は、2023年3月31日をもちまして、発展的に解散しました 

 

ちくし教育を考える会は1983年に発足しました。子どもと一緒に、算数教室・料理教室・理科教室・

作文教室・性教育学習会・折り紙教室・陶芸教室などの活動を行い、教育基本法・教科書問題・子ど

もの権利条約の学習会など、その時々に「今これがやりたい！」ことを、会員さんの声から企画し開

催してきました。『30 人学級と私学助成をすすめる署名活動』を通して、地域の国・県・市議会議員

との懇談も行いました。また毎月会報はぐくみを発行し、会員のみなさんに活動の様子をお伝えして

きました。活動を通して学び、さまざまな人と出会い、語り合う場があったことは、一人で抱えがち

な子育ての悩みを分かち合い、一人の人間としての視野を広げる貴重な機会だったと感じています。 

 

一昨年度より交代で代表を担い運営をしたり、会員のみなさんにアンケートをとり、委員会でも今

後どうするかの話し合いを続けてきました。現委員はちくし教育を考える会の活動をする中で、それ

ぞれに活動が広がり、昨年12月の委員会にて『発展的に解散する』ことに全委員で決議、解散手続き

に向けて準備を進めました。最終的に3月30日の総会（会員65名中17名出席）で『解散する』こと

が全員一致で承認されました。 

 

ちくし教育を考える会は解散しますが、不登校の親の会ちくしのティータイムと小郡サークル（ゆ

るカフェに改名）は、引き続き活動を続けます。 

 長い間支えていただいた会員のみなさま、出会ったすべての方々に感謝します。 

 ありがとうございました。 

（ちくし教育を考える会委員一同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～会員のお子さんＡｍｉさんのお菓子～ 

 桜のクッキーをひとくち口の中に入れると、桜の香

りがした。「ああ、そうか桜の花の塩漬けがのってる

んだあ」次にメレンゲ。イチゴの甘酸っぱさと共にメ

レンゲが、カリッとそしてシュワシュワ〜って口の中

に溶けていった。最後にとっておいた抹茶のラングド

シャは、ホワイトチョコに抹茶のほろ苦さがが効いて

いて野草たちのほろ苦さを感じられるような春の味。

こんなお菓子を作る女の子の将来に思いを馳せる。み

んなの旅立ちの日に、Ａｍｉさんの繊細で心を込めて

作られたお菓子にエネルギーをもらった。 

 

最後の総会行事は『ちくし教育を考

える会』偏愛マップをしました。 

ちくし教育を考える会の「よかったこ

と」「心に残っていること」など、偏っ

て愛していることを語り合い、盛り上

がりました。 

 その後会食しました。 

 


